


VERNE Q. POWELL FLUTES, INC.ーマサチューセッツ州メイナードにあるVerne Q.パウエル・フルート社

Verne Q.パウエル･フルート社の創始者Verne Q.パウエルは、
1910年シカゴにて、フランスのフルーティスト、ジョージ･バレルの演奏会にて、

フランス製の銀のフルートの音を聴きます。
そのフルートの音色は、Verne Q.パウエルの心を射抜きました。

宝石商に生まれ、彫金の技術を持っていた彼は、銀のフルートを全くの独力で完成。
7本の銀のスプーン、3個の銀時計ケース、何枚かの銀貨を溶かして材料を得たのです。

これは「伝説のティースプーン･フルート」と呼ばれ、語り継がれます。

ときは木管フルート全盛の頃。
銀製フルートの開発を考えていたウイリアム･ヘインズの招きにより、

Verne Q.パウエルは、銀製フルートのチーフ･クラフトマンとして迎え入れられ、
1913年、アメリカにおける本格的な銀のフルートの製作がスタートしました。

テオバルト･ベームが設計した銀のフルートは、
フランスを経て、Verne Q.パウエルによって花開いたと言えるでしょう。

1926年ボストン。Verne Q.パウエルは、
フルートのための小さな工房を構えます。

翌1927年にVerne Q.パウエル･フルート社を設立。
工房には毎日のように

ボストン交響楽団のフルーティストたちが訪れました。
Verne Q.パウエルは、彼らと演奏をともにしディスカッションを重ね、

スケールや頭部管の研究に力を注ぎます。
最初の10本のフルートはたちまち評判を呼び、

トッププレーヤーたちの愛用するフルートとなりました。

そうして、パウエル･フルートそしてピッコロは頂点を極め、
アメリカ、ヨーロッパ、

そして世界のプレーヤーたちを魅了していきました。
伝説のティースプーン･フルートから1世紀以上、ボストンの工房創設から90余年。

Verne Q.パウエルの卓越したクラフトマンシップは、今も脈 と々受け継がれているのです。

Mr. VERNE Q. POWELL

1世紀以上の時を超える、
Verne Q.パウエル･フルートの神話が始まります。

The H
istory of Powell

1 2

より豊かな音楽表現のために、フルートを吹くすべての人のために、
Verne Q.パウエル･フルート社は、新たな神話を創り続けます。

Verne Q.パウエル･フルート社は革新的な研究、開発を積み重ねています。
14K Goldフルートにいち早く着手していたVerne Q.パウエル･フルート社は、
1939年、プラチナ製フルートを製作。この年ニューヨークで開催された万国博覧会に出品。
後にウイリアム･キンケード氏が生涯愛用するフルートになりました。
1977年、50周年記念として18K Goldフルートを発表。
1986年、Aurumite（オーラマイト）と名づけた革命的な材質を開発、特許を取得。
90年代、人間工学に基づく画期的なシステムを導入。
Handmade Conservatory Modelとして絶大な人気を得ます。
さらには、コストパフォーマンスに優れた、シグネチャーシリーズ、ソナーレモデルを発表。
より多くのパウエル･ファンを獲得します。
1997年、70周年記念として木管フルートを開発。フルート史に残る発表となりました。
2003年、19.5K Goldフルートの発表。
2014年、アウトサイドに14K Goldを使用したHandmade Ruby Aurumiteを発表。
そして2017年、新たな伝説になるであろうElegant Fluteを発表。

これらパウエルフルートは、「パウエル･サウンド」とよばれる、
輝きと品格と深みのある音色を持ちます。
操作性に優れたスケールと信頼のメカニズムは、オーケストラの中で鍛え上げられ、
Silver Brazed シルバーブレイズド方式、ピンレス機構、フラットなカップ、パッド、
あるいはスプリングなどのパーツのディティールに至るまで、
パウエルフルートには、伝統の技と知恵が集積され、革新的なスキルが注ぎ込まれています。
そして、熟練の技を示す鋭角なポイントアーム、絶妙にフィットするキィの形状、
レバーの秀逸な曲線のラインなど、類を見ない美しさを誇っています。
これらは、長年の「True Flute‘真実のフルート’」の追究によって培われてきたものです。
音楽表現に対応する優秀な機能性が、芸術的とも言える美となって具現化したフルート、
それがパウエルなのです。

Innovation‘革新’こそVerne Q.パウエルの伝統。
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